
「MIRAI SCHOOL いたばし ー学校施設づくり２０３５ー 」（素案）について【概要版】

 対応結果 第１期：向原中、上板橋第二中、板橋第十小、板橋第九小 整備完了

第２期：上板橋第一中、上板橋第三中、志村小 整備中

第３期：向原小、板橋第一中、板橋第五中 対応中

大規模集合住宅建設集中に伴う教室不足：板橋第四小、板橋第六小 対応中

 成果 ❶ 魅力ある学校施設整備：オープンスペース・教科センターの導入
開かれたメディアセンター、部門賞「新しい教育環境」受賞

❷ 老朽化対策の実施：第３期整備完了時、昭和30年代建設校すべての老朽化対策が完了

 ❸ 過小規模校の解消：前期計画策定当時(平成25(2013)年度)８校が令和７(2025)年度３校へ

❹ 小中一貫型学校の整備着手：小中一貫教育パイロット校(志村小・志村第四中)の着手

 区の学校施設の多くが昭和30(1955)年から昭和40(1965)年代に建設。一斉に迎える更新時期

 令和22(2040)年をピークに減少が見込まれる年少人口、地域ごとの児童・生徒数の人口動態

 計画的な老朽化対策 / 地域の動向を見据えた / 教育環境の変化など への対応が必要

●まちづくりの進捗・影響への対応 / ●学校を取り巻く環境や地域特性等を踏まえた計画の実効性

●オープンスペース・教科センター等の継続的な教育環境の充実 / ●学校施設整備における多用途

化・複合化・集約化の視点を取り入れた検討の必要性

 「ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ いたばし ー教育ビジョン２０３５ー 」（以下「教育ビジョ
ン」）、及び同「アクションプラン２０２８」に基づき、新しい時代の学びを実現する教育
環境のうち、学校施設の整備に関する基本的な考え方を示すもの

 計画期間全体のうち、後期10年間にあたる令和８(2026)年度から令和17(2035)年度を計画期
間とした「ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ いたばし ー学校施設づくり２０３５ー 」を策定

１ 計画策定の趣旨（Ｐ３）

２ 計画の位置づけ・期間・策定プロセス（Ｐ３～８）

１ 対応結果・成果（Ｐ11～Ｐ19）

２ 後期計画に向けた課題と方向性（Ｐ21）

第１章 計画の策定にあたって（本編 P３～P８）

第２章 前期計画における成果（本編 P11～P21）

第３章 新しい時代を見据えた未来志向の学校づくり（本編 P25～P31）

❶子どもアンケート
❷子どもワークショップ
❸パブリックコメント(今後実施)

区民意見等

２ 新しい時代を見据えた未来志向の学校づくり（Ｐ26～Ｐ31）

１ 新しい時代の学びを実現する学校整備に向けて（Ｐ25）

 新しい時代の学び＝「個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、『主体的・対話的
で深い学び』の実現」（令和３(2021)年１月 中央教育審議会答申より）

 未来を見据えた学校づくり
●子どもたちを取り巻く環境の複雑多様化
●多様な視点を持ちながら学校施設の整備に取り組むことの必要性
●「一人ひとりの幸せのかたちに寄り添った多様な学び」の実現（教育ビジョンより）
●地域資源や地域特性を生かした、未来を見据えた新しい学校施設づくりの推進
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後期計画では、次の４つの観点で整備、対応していく。

❶ 昭和40年代に建設され、本計画期間中に築60年を迎える学校一覧及び整備方針

❷ 昭和50年代に建設され、本計画期間中に長寿命化改修の対象となる学校

❸ 大規模集合住宅建設により教室不足が見込まれる学校

【対象校】
舟渡小学校 約600戸（舟渡一丁目）

上板橋第四小学校 約700戸（上板橋駅南口駅前地区再開発）

【対応】
通学区域内の児童数の推計や大規模集合住宅建設後の人口動態、隣接校の学校規模等を
総合的に勘案しながら、対応していく。

❹ 過小規模化の進行により対応を要する学校（令和７年５月１日時点）

【対象校】
新河岸小学校 学級数：６学級、児童数：104人

高島第五小学校 学級数：６学級、児童数：146人

【対応】
通学区域内やその周辺地域で大規模集合住宅の建替え計画が進められているとともに、荒川の
かわまちづくりや高島平緑地再整備等、地域の魅力向上が進められていることから、その進捗

     状況や今後の児童・生徒数への影響等に注視し、対応を進めていく必要がある。

No. 学校名 整備方針 建築年(年) No. 学校名 整備方針 建築年(年)

1 北野小学校 改築 S41(1966) 11 志村第三小学校 維持改修 S43(1968)

2 成増ヶ丘小学校 改築 S42(1967) 12 板橋第七小学校 維持改修 S43(1968)

3 成増小学校 改築 S43(1968) 13 上板橋小学校 維持改修 S43(1968)

4 常盤台小学校 改築 S45(1970) 14 志村第一小学校 維持改修 S46(1971)

5 高島第二小学校 改築 S47(1972) 15 高島第一中学校 維持改修 S46(1971)

6 高島第二中学校 改築 S47(1972) 16 中根橋小学校 維持改修 S47(1972)

7 富士見台小学校 改築 S48(1973) 17 高島第三小学校 維持改修 S47(1972)

8 弥生小学校 改築 S49(1974) 18 前野小学校 維持改修 S48(1973)

9 蓮根小学校 維持改修 S40(1965) 19 中台小学校 維持改修 S48(1973)

10 北前野小学校 維持改修 S42(1967) 20 高島第五小学校 維持改修 S48(1973)

No. 学校名 建築年(年) No. 学校名 建築年(年)

1 高島第一小学校 S52(1977) 2 志村第五中学校 S57(1982)

 未来像（ビジョン）
❶ 小中一貫型学校の設置・展開により、小中一貫教育の取組手法や効果が、学びのエリア

内・地域内・区全体へと、波及・浸透することで、学びの好循環が生まれている。
❷ 小中一貫型学校を拠点とした学びのエリア間の連携強化により、義務教育９年間を見通

した学びの充実及び特色ある小中一貫教育がより一層展開され、子どもたち、教職員、
保護者、地域にとっての安心・安全でより良い教育環境が実現している。

 方向性
板橋・常盤台・志村・高島平・赤塚の５地域へ、１校程度を目安に小中一貫型学校を設置する。

 設置条件
❶ 校舎や校庭、屋内空間をはじめとする子どもたちが学び、活動するための十分な環境を

       整備できること
❷ 小学校の通学区域が中学校の通学区域に内包されていること
❸ 施設一体型小中一貫型学校となる学校は、原則として、大規模校（19学級以上）ではな

いこと

 前期計画と比較し、整備対象校数が多いため、効率的な整備かつ更新時期の分散

 学校を取り巻く諸条件や現行法令への適応

 学校規模や将来的な年少人口の見込みへの対応

（建築年順）

（整備対象校のみ掲載・整備方針ごとの建築年順）

１ 基本的な考え方（Ｐ35） １ 現状と課題（Ｐ41）

２ 整備方針（Ｐ44～Ｐ46）

第４章 小中一貫型学校の今後の展開（本編 P35～P38） 第５章 後期計画における整備方針（本編 P41～P75）

２ 設置予定校（Ｐ36～Ｐ38）

板橋区小中一貫教育ガイドラインにおけるねらい・コンセプト

① 「場所をつなぐ・人をつなぐ・学びをつなぐ」
② 「児童・生徒の『学び』と『心』を育む」

後期計画期間内に整備する予定の小中一貫型学校は以下のとおり。
（検証・分析を行うことで、より良い教育環境の実現を図っていく。 ）

２


	スライド 1
	スライド 2

